
◇作品タイトル：

◇登場人物： タケ（♂） ミキ（♀） キヨ（♂） ヨウコ（♀）

・問題の発生と解決

・きっかけ

・制限と解放

・誰がやるか（キャラクター設定＝行動）
・エピソード（行動）

・心の変化

ありがとうを言葉に

冒頭 結末

ヨウコに恋愛感情を持ってい

る

ヨウコと結ばれる

問題の発生

問題の解決

きっかけ キヨへのアドバイスが自分

の奮起となる

また、キヨへの相談も後押

しとなる
制限

解放

リストラの引け目から告白出来ない

覚悟と決意を固める

タケ

ミキ

キヨ

ヨウコ

誰が

どのように

ヨウコへの罪悪感が

あり、好きだけど思

いを告げることが出

キヨに対して、年下

の可愛い子とみてる

節が強い

母が不幸であるなら

ば自分は幸せな状

況であってはならな

息子の幸せが一番

で、自分は二の次

子持ちの自分は相

ヨウコを慕う自分の気持

ちを大事にする

自分が好きなのはキヨだ

と認識

自分の不幸は母の不幸と理

解

自分が幸せでないと誰かを幸

息子の為にも、自分は自分の

幸せを得なければならない

本気の言葉だと感じたのであ

エピソード

職場でリストラ業務に携わり憔悴したタケは仕事を辞めた

リストラした自分の部下だったヨウコに、秘かに想いを寄せ

ていた

何をどうするべきかわからずぼーっとしていたが、従妹であ

るミキに、「自分を不幸にしても誰も幸せにならない」と言わ

れる

後輩であるキヨの相談に乗るうちに、自分の気持ちを大事

にし、そのための決意と行動をするべきだと決心する

ヨウコもタケを想っていたものの、子供の事と昔の男の失

敗から男性と付き合うつもりはなかった

だが、タケの言葉はミキ・キヨの心を巡り、ヨウコの気持ちを

動かし、ヨウコはタケの気持ちを受け取る

ミキから自分が不幸になる

べきではないと諭される

キヨの相談を受ける



タケ

去る

心が疲れて、

何をどうしたら

いいかわから

公園にいるタケ

ミキと出会う

シーン１：公園

ミキ

キヨ

ヨウコ

シーン２：公園 シーン３：バイト先 シーン４：ヨウコ・キヨ宅

キヨと会う

のが不安

タケの退職理由（ヨウコのリストラ

とその執行）

タケのヨウコに対する感情

ミキがキヨとの出会いを話

これからサキはキヨと会う

しかし、最近の状況的に不安が

別れの理由を

言ってほしい

待ち合わせ場所にキヨが

やってくる

今自分はミキと

付き合うべきで

はない

キヨがミキに別れを告げ

ミキが問うも、キヨは理由

を詳しくは語らない

去る

自分で思ってい

た以上にショック

このままじゃいや

ミキがバイトに出勤

ヨウコに相談する

ミキは良い子だ

から力になって

あげたい

ヨウコは、もう一度話をし

て真意を聞くべきだと言う

情動

シーン

出来事

行動

シーン５：路上 シーン６：公園

ヨウコが自宅に戻る

息子のキヨがいる

キヨは学校をやめて働くと言い出す

それに反対するヨウコ

キヨを探しにでたヨウコ

偶然、タケと出会う

キヨから呼び出しを受けたタケ

キヨの相談に乗る

シーン７：翌日・公園

ミキを呼び出すキヨ

自分の想いと決意を告げる

シーン８：バイト先

ミキの変化を感じ取るヨウコ

ミキはキヨの言葉から感じた事

母に大変な思いをさせ

て、自分だけ安穏と生

きるのが嫌だ

キヨにはちゃんと

大学まで出て、幸

せになって欲しい

キヨは潔癖な考え

若いため極端な結論

シーン９：ヨウコ・キヨ宅

昨日の発言を詫びるキヨ

そして、母の幸せを願うことを

シーン１０：公園 シーン１１：公園

タケに呼び出されたヨウコ

タケの告白に了承する

公園で出会うタケとミキ

お互いの変化を感じ、

何があったかはわからないのに今

の自分の幸福は相手のおかげと

ヨウコに会えて

嬉しい

今後も会いたい

タケに会えて嬉しい

が、自分はタケの

負担になる

タケは今後も会いたいが、

ヨウコはそれを拒絶する

自分が悪かった

ミキと一緒に居たい

もっと強い人間になって、

自分がミキを幸せに出来

帰宅

失業してバイトで生計を

立ててる母を前にして、こ

のまま学校に通うことに

キヨを諭してい

るうちに、自分

も思い直す

タケを信頼して

いるので、考え

直す

部屋を飛び出る

ミキはキヨの言葉に心を

自分がキヨ好きだった人

と重ねてみてたのが悪

かった

ミキの言葉によって、以前

裏切られた事を払拭しよ

うとするヨウコ

キヨを探しに行く バイトに出勤

もう一度、男の人を信

じてみてもいいかもし

れない

子供のために自らの幸

せを追う事をしないヨウ

コに、幸せになって欲し

い

今のヨウコは自分が信

ヨウコは、キヨの気持ちか

ら自分も自分の幸せを求

めるべきかもしれないと

キヨの為に自分の何かを犠

牲にすることは苦ではないが、

それではキヨを傷つけてしま

う

キヨのやろうとしたことは、自

分がやっていた事だ

タケは、ミキの言葉とキヨ

因果の自覚はなく感謝の

気持ちがある
勉強もして、バイトもし

て、大学も出て立派に

なる

だから一人だけ苦しい

思いをしないで欲しい

自分を信じて、自分の

幸せを求めたい

自分と、キヨのために

色々な不安はあったが、

気持ちの根底はヨウコ

への想いだった

なら、そのための困難

自分のやるべき指標

が出来、自分の想い

は報われた

なぜだろう、ミキにと

自分の今の気持ちがはっ

きりわかり、大切な人との

関係が修復出来た

なぜかな、タケに感謝の

気持ちでいっぱい

ヨウコにも思い人がいること

にミキが気付く
ヨウコは自分が高卒で

苦労したので、キヨに
タケにキヨから電話がく

る

相談したいと言われて、

キヨを諭すタケだが、自分

の言葉に自分も思い直す

キヨが母子家庭であること

を思い出し、母に恋人が出

キヨはミキの初恋の人の話を聞いて、未だミキ

はその人の事を想っているのではと不安もあっ

バイトへ

昔、一方的に男に失踪された

ヨウコは、ミキはなんであれ理

由を聞かないと後悔すると考

タケから呼び出されるヨウ

ヨウコは、ミキの言葉とキ

ヨの言葉によって、タケの

気持ちを受け入れる

今の自分の幸せは、色々

な人の力によって得るこ



タケ

ミキ

キヨ

ヨウコ

自分の感情を大事にしろ

大事にするものがわかったら、決意しろ

相手を信頼するなら言葉にしろ

色々と不安になっていた

でもやっぱり君が好きだ

僕は強くなるから一緒に

いて欲しい

年下で可愛いと思ってただけだったが、

男の真剣な言葉は力強さがあった

自分を信じて、自分が信じた人の言葉を

キヨの父親は逃げ出

したが、真剣なタケに

母には母の幸せを掴んで欲しい

母が幸せでなければ自分も幸せではな

自分が他人を不幸にしたからって、自

分を不幸にしても、きっと誰も救われな

誰かの幸せを願うなら、自分

も相手も幸せになれるように

行動しないと意味がない

キヨのために自分を犠牲

にしても、キヨは喜ばな

い

キヨがそういうのなら、自


